
 

 

 

 

尾道商業高等学校と   県立図書館が共創 

～ 尾商デパートで「高校生による絵本の読み聞かせ」を初開催 ～ 
 

 

 

 

 

　 

 

 

 

１ 概 要 

  尾道商業高等学校においては、地域企業や関係機関等、外部の方々と協働した学習機会を生かし、

創造力を育む教育活動を実践するとともに、そのような場において求められる「伝える力」の育成を

図っています。 

また、県立図書館においては、高校生を対象とした「絵本の読み聞かせ講座」を開催するなど、図

書を使って「学び」や「遊び」を創出する取組を行っています。 

今回は、それぞれの取組を生かした新たな学びの創出（共に「学び」を創る《共創》）として、「尾

商デパート」での絵本の読み聞かせを開催します。 

高校生が「絵本の読み聞かせ」への挑戦を通して地域の子供たちと直接触れ合い、絵本の楽しさ

を伝える新たな交流の機会となることを目指します。 

２ 取組内容 

３ 取材等について 

取材を希望される場合は、上記担当者まで事前に御連絡ください。

 
日時・場所 内　容

 

第１回
令和８年９月 15日（火） 
16:00～16:55 
尾道商業高等学校図書館

■講義「読み聞かせについて」 
■演習「絵本を読んでみよう！①」 
※　指導・助言：県立図書館職員

 

第２回
令和８年 10月 30 日（金） 
16:00～16:55 
尾道商業高等学校図書館

■演習「絵本を読んでみよう！②」 
※　指導・助言：県立図書館職員

 
第３回 
（本番）

令和８年 12月５日（土） 
時間：調整中 
尾商デパート会場内

■高校生による子供たちへの絵本の読み聞かせ

尾道商業高等学校で開催される「尾商デパート」において、来場した地域の子供たちを対

象に、今年度、本校生徒による「絵本の読み聞かせ」を実施します。 

　生徒たちは、事前に県立図書館職員から、絵本の選び方や子供たちを惹きつける読み聞か

せのポイントを学び、実践的な練習を重ね、本番に向かいます。 

本校生徒にとっては「伝える力」を鍛える場として、参加する子供たちにとっては絵本の

世界を楽しみ、新たな驚きや発見を生み出す場として、「学び」や「遊び」を創出します。

報道提供資料 
令和８年９月９日 

学校名　 広島県立尾道商業高等学校 
担当者　 教頭　伊賀棒　有紀子 
電　話 　0848-25-2115

尾商デパート：学校の冬の行事で、毎年２日間行われます。このイベントでは、

生徒たちが企画から商品仕入れ、販売、そして決算まで、すべて

自分たちで運営します。


